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2005 年５月 28 日には、番所崎の先端にある水深１m ほど、直径６m ほどのタイドプ











   沖縄のような亜熱帯地方にアメフラシはすめない。白浜産のアメフラシは、地球温
暖化のせいか、2000 年に南紀生物同好会会誌に記録してからは、不思議に普通の模様の個
体も含めて個体数があまり見られなくなっていた。だが、今年は個体数も多く、また寿命






























●このメールマガジンは、毎月 1 日と 16 日の 2 回発行の予定ですが、都合によって遅延や
中止もあります。配信を希望する方、送りたい方がありましたらアドレスをお知らせく
ださい。また、パソコンを使えない環境の方には印刷体でもお届けします。その場合は、
郵送料をご負担していただくことがあります。 
●このメールマガジンは転載自由です。海の生き物に関心を持っている方に広く読んでい
ただくために転送をお願いします。ただし写真を別の目的で使用する場合は事前にご連絡
ください。海の生き物や守る運動についての情報など、また各地で行われている海の生物
の観察会、研修会、その他の行事に関する情報もお寄せください。「うみひるも」のバック
ナンバーは、ホームページからダウンロードできます。 
●本会は自然観察会や講演会を各地で実施しています。各地で開催を希望される方、開催
をお手伝いできる方は、ご一報ください。また、各地の団体との共催も行います。ごい
っしょに講演会や観察会をしたいと思われる団体からも提案をお受けします。 
●本会への寄付をお寄せください。寄付も会費も同じ銀行口座「ゆうちょ銀行 口座番号：
１０６１０－６６７３０２１ 海の生き物を守る会」へお送りください。なお、送金さ
れる場合は、送金の内容について事務局にお知らせ下さい。 
 
５．編集後記 
東日本大震災と福島第一原発の事故から早くも 2 ヶ月が過ぎ去った。しかし、原発から
の放射性物質の漏洩は続き、海が広範囲に汚染され始めている。東京電力と日本政府は、
当初多くのデータを故意か不作為にか、隠し続けた。ようやく多くの情報を出すようにな
ったけれども、これまでの態度が世界の人々に不信を抱かせているようだ。海の生き物に
関する調査はこれからのようだが、収集した情報を隠さず示して欲しい。原発から撒き散
らかした放射能に被曝するだけでなく、放射性物質を体内に取り込んでしまったら、その
物質が体外に出るまで内部で細胞が被曝し、遺伝子の破壊が続く。内部被曝の恐ろしさは
日本人は二度の原爆被災で身にしみて知っているが、政府もアメリカも表だって認めない。
原爆訴訟がいまだに解決しない。海の生き物の放射性物質による汚染は、日本人に水産物
の利用を将来にわたって許さないだろう。海の生き物が殺されれば、人間もいずれ殺され
る。脱原発は一日でも早い方がいい。 
